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要 旨 
⚾たࡕは、月㣗時にみられるターࢥイズフࣜンジという現象に⯆味をᣢࡕ、そのⰍᙬを明らかにすることを目的と

して研究を㛤ጞした。2025年9月8日ⓙ᪤月㣗の観測データをもとに、地球本影の୰心から測光地点までの角㊥㞳と

RVB値の関係をグラフにまとめ、そのグラフとணഛィ算を比較することでターࢥイズフࣜンジの位置をண測した。 

 

1. 研究背景 
本校先㍮の先行研究を引き⥅ࡂ、ターࢥイズフࣜンジという現象について⯆味をᣢった。ターࢥイズフࣜンジの

Ⰽᙬは実㝿にターࢥイズⰍをしているのか解明することを目的とし、本研究では月㣗時の地球本影ቃ界௜近のⰍᙬ

を調ᰝすることで、ターࢥイズフࣜンジの位置をR/V,V/B比の値変化で示した。 

 

２．方法 
 ࠒ撮影方法ࠑ
現象が῝ኪであったため、StellaShot3のスケジࣗール撮影機能を用いて撮影を行った。 
ሙᡤ㸸ឡ▱県立一ᐑ高校ᒇୖ 
機ᮦ㸸ZWO♫ASI-290MM、バーダーRVBフ࢕ルタ、 

タカࣁシFS-Q106(f530mm) 
時間㸸2025年9月7日22時17分から2025年9月8日4時54分 
 
 ࠒ測光手順ࠑ
１ 画像を、StellaImage10を用いダーク、フラット処理 
２ 月㣗画像÷‶月画像を行い月面のᶍ様を消す 
㸱 スバル画像処理ࢯフトMakali`Iを用い月面ୖの約20点を 

㛤口測光 
㸲 Microsoft ExcelとStellaNavigatorを用い、測光した点の明

るさを露出1秒ࣆクセルᖹᆒとし、本影୰心との角㊥㞳と

で散布図(図1)をసᡂ 
 

３．結果・考察 
・45’までの⠊ᅖでは、R>V>B 

՜Rの大きい本影ෆ部であると考えられる(本影の大きさ44.0’) 
・45㸥㹼50㸥の⠊ᅖではR>VؒB 
 ՜明るさがᛴ⃭に変化し、V,Bの割合が増ຍしたことから、 

この⠊ᅖで本影から༙影にษり᭰わった 

・図2の49’㹼52’は、஦前ィ算と同ࡌ᥎⛣がみられる 

 ՜この⠊ᅖでターࢥイズフࣜンジが観測されたと考えられる 

・先行研究[3]で示されたターࢥイズフࣜンジの⠊ᅖは41.5’㹼 
43.5’で、図2のグラフとఝた᥎⛣をしている 

Ѝこの⠊ᅖでターࢥイズフࣜンジが観測された可能性 

・シ࣑ࣗレーションでは本影の୰心から➃までは40.6’  
Ѝ光は大気で散乱、ᒅᢡするためターࢥイズフࣜンジが 

41.5’㹼43.5’となるのは考えうる。 

 

４. 今後の展望 
・カメラの感度、人の目の感度をもとにデータを補正し、⫗眼で実㝿にターࢥイズのⰍᙬに見えるのか調ᰝ 

・2026年3月のⓙ᪤月㣗においても観測を行いデータを比較 

 ՜研究の⢭度向ୖや大気の⎔ቃの差がターࢥイズフࣜンジに࡝のような影響を与えるのか調ᰝする。 

・௒ᅇ得られたデータをもとにした、RVBの比を࣌イントࢯフトにᡴࡕ㎸み地球本影のⰍᙬᶍ式図をసᡂ 

 ՜視ぬ的にターࢥイズⰍをしているのかについて調ᰝする。 
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